
はじめに

島根県は1,027km にもおよぶ東西に長大な海岸

線を有し，県下全域の沿岸域や沖合域で多種多様

な漁業が営まれており，水揚げされる魚介類も多

種にわたっている．

近年，漁業者，水産加工業者，流通業者，消費者，

遊漁者から，「魚介類の体表や筋肉に異物がある」

という相談事例が増えてきた．これらを検査する

と，流通段階で付着したと思われる異物も稀にあ

るが，多くは寄生虫によるものである．天然魚介

類の寄生虫は，宿主に対して重篤な被害をもたら

すことは少ない．しかし，昨今の食品の安全・安

心への関心の高まりを背景として，今後も問い合

わせや持ち込みが増えてくると予想される . これ

らに適切に対応していくためにも，島根県沖にお

ける魚介類寄生虫に関する正確な情報を把握して

おく必要がある．また，天然魚介類の寄生虫に関

する知見を整理しておくことは，水産資源学上や

水族生態学上においても有意義である１, ２）と考え

る．

本報では，2004年～ 2009年の間に当センター

に相談のあった事例及び天然魚介類において原因

となった寄生虫の概要について報告する．また，

当センターが独自に確認した寄生虫についても併

せて報告する．

試料と方法

検査した魚介類は，相談のあった漁業者，流通

業者，水産加工業者，消費者から提供を受けたも

の（表１）と，当センターが漁獲物調査等で入手

したもの（表２）で，相談事例33件のうち20件（約

60.6％）が寄生虫によるものであった．

検体は鮮魚，フィレー，凍結解凍魚，加熱調理

後の加工品などであった．検査は，可能な限り肉

眼による寄生状態及び顕微鏡による細部の観察を

行い，大きさや画像のデータを記録した．
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The parasites of fi shes and shellfi shes caught 
in the south-western Sea of Japan off Shimane Prefecture

AbstractAbstract: In Shimane Prefecture, with the recent growing interest in food 
safety, the number of consultations on the foreign substances in fi shes and 
shellfi shes has been increasing. Most of these cases are related to parasites. 
The example of the parasites in wild fi shes and shellfi shes causing fi sh 
disease are rather rare. However, risks of the food safety of these parasites 
need to be properly evaluated. In Addition, keeping records of parasites 
in fi shes and shellfi shes is considered to have the signifi cance in terms of 
fi shery resource and ecology study. This paper reports 13 cases of parasite 
infections from fi shes and shellfi shes caught in the south-western Sea of 
Japan off Shimane Prefecture from 2004 to 2009.
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島根県沿岸域および沖合域で漁獲された天然魚

に見られた寄生虫について結果に示す．掲載順は

「岩波生物学事典 第４版」３）の分類に従った．た

だし，粘液胞子虫類に関しては近年の魚類寄生虫

学研究者の慣例２）に従い，ミクソゾア門粘液胞

子虫綱として扱った．

結　　果

微胞子虫門

微胞子虫綱

症例１　キアンコウの中枢神経寄生微胞子虫　2006

年９月に，浜田市内の流通業者から，キアンコウ

Lophius litulon の脊椎骨付近に白い塊状の異物があ

ると相談があった．続けて，2007年２月に山口県萩

市北西沖で浜田市の沖合底びき網漁船により漁獲さ

れたキアンコウの脊椎骨の周りに同じ白い塊状の異

物を確認した．異物は不定形で，脳周辺の脊椎骨腹

側で最も大きな塊を形成しており，その長さは10㎝

に及ぶものもあった（図１-A）．また，脊椎骨側面

（図１-B），脳周辺（図１-C）にも確認された．異物

は直径１～２㎜の球状の構造物が集積しており，一

見すると魚卵のようにも見えた．異物のスメアを顕

微鏡で確認したところ，長径約3.5μm の楕円形の胞

子を多数確認した（図１-D）．

以上の寄生状態及び形態的特徴から，本症は微

胞子虫 Spraguea americana の中枢神経への寄生４,５）

によるものと判断した．2007年２月に測定した

54尾ほぼ全てに確認されたことから，寄生率は極

めて高いと考えられた．部位ごとのシストの量や

比率は個体差が認められた．2010年１月に浜田

市の沖合底びき網漁船により漁獲されたキアンコ

ウ５尾と，同年４月に大田市の小型底びき網漁船

により漁獲されたキアンコウ７尾を調査したとこ

ろ，全ての個体に寄生が確認されたことから，現

在も高率に寄生していると推測される．

Freeman et al．４）は2002 ～ 2003年に日本海産と

太平洋産のキアンコウから本種を確認している．

小川５）によると，キアンコウは加熱して食べる

ことから，人体に影響はないとされている．

症例２　ヒラマサの筋肉寄生微胞子虫　ヒラマ

サ Seriora lalandi の筋肉内に直径１㎝程度の黄色

味を帯びた白色の異物が見られた（図２-A）．異

物のスメアを顕微鏡で確認したところ，長径３

μm 程度の卵円形の胞子を多数確認した（図２-A
枠内）．桃山・天社６）の報告におけるヒラマサの

症例とシスト及び胞子の形態や大きさが共通して

いたことから，微胞子虫 Microsporidium seriolae の
寄生によるものと考えられた．シストの数はまば

らであることが多いが，2008年７月の症例では，

片身全体に極めて高密度にシストが分布していた

（図２-B）．シストの大きさ，色及び寄生数は症例

によって違いがある．

本症に関しては，持ち込み以外にも夏季に島根

県でヒラマサを釣った県外の釣り客などからも電

話で問い合わせがあったことから，珍しい症例で

はないと考えられる．

分布域は不明である．

症例３　メダイ幼魚の筋肉寄生微胞子虫　中海

のます網（小型定置網）によって漁獲されたメダ

イ Hyperoglyphe japonica 幼魚（尾叉長約90㎜）の

筋肉内に多数の白色の異物が確認された（図３）．

異物のスメアを検鏡したところ，多数の楕円形の

胞子を確認（図３枠内）したことから，微胞子虫

症と判断したが，シストや胞子の大きさを測定

しなかったため，暫定的に Microsporidium sp．２, ７）

として扱う．メダイ３尾中１尾に寄生が見られた．

分布域は不明である．
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ミクソゾア門

粘液胞子虫綱

症例４　スズキの筋肉クドア　浜田市沖で

まき網漁船により漁獲されたスズキ Lateolabrax 
japonicus の筋肉中にわずかに黄色みを帯びた球形

の異物が散在していた（図４）．異物は微胞子虫

シストとは異なり，滑らかな質感を呈していた．

また，褐色の不定形な異物も確認された．異物の

スメアを検鏡したところ，直径７～ 11μm で４個

の極嚢を有するニンニク型の胞子を多数確認した

（図４枠内）ため，粘液胞子虫 Kudoa 属の寄生に

よるものと判断した．スメアをメイグリュンワル

ド・ギムザ染色して検鏡したところ，典型的な４

個の極嚢を有する胞子とは異なる構造物も見ら

れた．シストや胞子の外部形態が，桃山・天社６）

が報告している「コイチの筋肉寄生クドア」（周

防灘），「クロダイの筋肉寄生クドア」（周防灘），

「マゴチの筋肉寄生クドア」（伊予灘）に似ている

ことから，Kudoa sp. として扱う．褐色の異物は

胞子形成終了後に宿主反応により萎縮したシスト

と考えられた．

2009年末現在，島根県沖で漁獲された天然魚

介類に粘液胞子虫の寄生が確認された事例は，本

症例のみである．国内で類似の形態を呈する魚類

筋肉内寄生粘液胞子虫は，前述のほかに南九州で

の養殖マダイとイシガキダイからの Kudoa iwatai
の報告８, ９）がある．

扁形動物門

吸虫綱

症例５　クロマグロ幼魚の鰓寄生ディディモ

ゾーン　隠岐島前で漁獲され，養殖用種苗とし

て蓄養されていたクロマグロ Thunnus orientalis 幼
魚（ヨコワ）の鰓弁表面に直径１～２㎜程度の黄

色～透明な碁石状の異物が集積していた（図５

-A）．異物を検鏡したところ，ヒトの胃か勾玉を

思わせる虫体が上下逆さまに抱き合うように収

まっていた．虫体の前端部にはゾウの鼻を思わせ

る吻部があり，ゆっくりと伸縮するように動いて

いた（図５-A 枠内上）．虫体のほとんどを占める

後端部には細管が折りたたまれるように収まって

おり，内部にはソラマメ状の虫卵が充満していた

（図５-A 枠内下）．以上の寄生状況及び外部形態

から，ディディモゾーン科（Didymozooidae）吸

虫 Didymocystis wedli ６,10,11）と同定した．黄色味が

強いシストは成熟しており，透明なシストは未成

熟であると考えられた．

このクロマグロ幼魚は生簀内で斃死が多く魚病

検査のため持ち込まれたことから，本症の斃死へ

の関与について検討を行った．検査した８尾全て

に寄生が確認され，シスト数は第１鰓弓が最も多

く，第２鰓弓，第３鰓弓，第４鰓弓と体幹部に近

づくにつれ少なくなった．肥満度と寄生数の間に

明らかな関係は認められなかった（表３）．江草

ら12）に従い寄生部位の組織切片を作製し，ヘマ

トキシリン・エオジン染色を施し検鏡したが，シ

ストが接している鰓組織表面には炎症，崩壊，棍

棒化などの病変は認められなかった（図５-B）．
以上から本症がクロマグロの斃死に直接関与して

いる可能性は少ないと考えられた．

本種は島根県以外では山口県日本海沖のクロマ

グロ幼魚に確認されている10）が，他の分布域は

不明である．

症例６　マダイの筋肉寄生ディディモゾーン

　浜田市の沖合底びき網漁船により漁獲された

マダイ Pagrus major の筋肉中に，直径２㎝程度

の濃い黄色の異物がフィレー片身の３～４ヶ所

1 2 3 4
1 340 914 0.233 21 21 0 0 0
2 325 785 0.229 10 10 0 0 0
3 334 828 0.222 35 35 0 0 0
4 332 694 0.190 10 10 0 0 0
5 338 753 0.195 123 94 29 0 0
6 312 670 0.221 125 90 30 4 1
7 327 832 0.238 98 55 34 8 1
8 314 595 0.192 89 80 9 0 0

g

3×10,000
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に確認された（図６-A）．異物は直径0.3 ～ 0.5㎜
程度の紐状の構造物が幾重にも折りたたまれた

状態になっていた（図６-A 枠内）．異物を切断し

て検鏡したところ，内部に長径約40μm，短径約

16μm のソラマメ状の虫卵が充満していた（図６

-B）．以上の寄生状況及び外部形態が，桃山・天

社６）が下関の魚市場で入手したマダイからの報

告と共通していたことから，ディディモゾーン科

（Didymozooidae）吸虫 Gonapodasmius sp. の寄生に

よるものと考えられた．また，中島ら13）は備後

灘産マダイの筋肉から類似した吸虫を報告してお

り，Gonapodasmius okushimai としている．

条虫綱

症例７　スルメイカのニベリン条虫　スルメイ

カ Todarodes pacifi cus の腹腔や外套膜内側筋肉に四

吻目条虫 Nybelinia surmenicola のプレロセルコイド

幼虫（擬充尾虫，以下「ニベリン条虫幼虫」）１,14,15）

が寄生する（図７-A）．虫体は長さ１㎝弱の米粒

状．前端に４本の吻を持ち（図７-A 枠内）．かえ

しのある鉤が密生した吻を宿主組織にしっかり食

い込ませていた．摘出した虫体は良く伸縮し，ス

ルメイカの筋肉の上に置くとすぐに吻を食い込ま

せて付着した．

本症例は，スルメイカ生鮮品のみならず，一夜

干しなどの加工品においても相談やクレームが寄

せられている．水産加工業者がスルメイカをボイ

ルしたところ死滅脱落した虫体が多数回収された

事例もある（図７-B）．検体の持ち込みだけでは

なく，電話による問い合わせも含めると，島根県

では最も相談事例が多い魚介類寄生虫と思われ

る．本種の終宿主はネズミザメ 14,15）であり，ヒ

トには寄生しないので大きな被害はないと考えら

れる．しかし，ニベリン条虫幼虫が寄生したスル

メイカの喫食によって口腔内の異物感，疼痛，痺

れや胃部不快感を訴えた症例も報告されている16）

ことから，本県でも生食は避けるべきと指導して

いる．

ニベリン条虫幼虫について，嶋津14）は北部北

太平洋，北部日本海，オホーツク海，ベーリング

海といった北洋海域一帯に広く分布しているとし

ている．林17）は九州北部沖海域から大和堆西部

海域の，若林18）は山陰沖，能登沖海域，大和堆

周辺海域，大和堆北東部海域のスルメイカにニベ

リン条虫幼虫を確認しており，日本海全域に広く

分布していると考えられる．

症例８　マアジの筋肉寄生テンタクラリア　

浜田市のまき網漁船が漁獲したマアジ Trachurus 
japonicus 筋肉中に白色の異物が認められた（図

８）．異物を摘出したところ，長さ１㎝弱の米粒

状の虫体で良く伸縮した．これを検鏡したとこ

ろ，前端に４本の吻を持っていたことから（図８

枠内），四吻目条虫 Tentacularia sp. のプレロセル

コイド幼虫（擬充尾虫）19）と考えられた．

分布域は不明である．

節足動物門　

甲殻綱

症例９　ハタ類の体表寄生カイアシ類　2004年

10月頃から島根県西部沿岸で漁獲されたキジハタ

Epinephelus akaara の体表に，黒い紐状の異物が確

認されるようになった（図９-A）．摘出した虫体の

全長は４㎝余りで，頭部を皮下組織に食い込ませ

た寄生状態（図９-B）と外部形態（図９-B 枠内）

から，寄生性カイアシ類の一種と考えられた．以

降は島根県西部で漁獲されるキジハタ，アオハタ

E. awoara，マハタ E. septemfasciatus，アカハタ E. 
fasciatus に本症が見られるようになった20）．本種は

Nagasawa et al．21）によって Lernaeenicus ramosus 22）

と同定された．分布域は，スリランカ，日本，オー

ストラリアから知られており，日本では太平洋側

と瀬戸内海から報告されているが，日本海からは

今回の症例が初記録となった21）．2009年現在も

島根県西部で漁獲されるキジハタに寄生が確認さ

れている．

症例10　キアンコウの口腔内寄生トゲナシツ

ブムシ　キアンコウ（症例１の2007年２月と同

じもの）口腔内に白い寄生虫が見られた（図10-
A）．摘出して外観を確認したところ，長さ約11

㎜程度の虫体の後部に，螺旋状に巻いた長さ20

㎜前後の卵嚢が２本付属していた（図10-B）．卵

嚢は白色，黄色，赤色を呈した個体が混在して

いた．摘出した虫体の外部形態を詳細に観察し

たところ，寄生性カイアシ類トゲナシツブムシ

Acanthochondria spirigera23）と同定した．検査した

54尾のキアンコウ中，７～８割に寄生が確認さ

れた．１尾当たりの寄生数は数個体～ 20個体程

度であった．寄生部位の周辺が発赤していること

もあった．

本種は，Nagasawa et al．24）が2007年１月～ 11

月に東シナ海で漁獲されたキアンコウと，2007
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年４月に山口県もしくは鳥取県沖の日本海で漁獲

されたキアンコウで確認しており，今回の症例と

ほぼ同時期であった．また，センターの底魚資源

調査担当者も今回初めて確認したとのことから，

日本海西部のキアンコウにこれほど広まったのは

微胞子虫 S. americana 同様ごく近年になってから

と推察される．なお，2010年１月に浜田市の沖

合底びき網漁船により漁獲されたキアンコウ５尾

全てに，同年４月に大田市の小型底びき網漁船に

より漁獲されたキアンコウ７尾中６尾に寄生が確

認されたことから，現在も高率に寄生していると

推察される．他の分布域は不明である．

症例11　トビウオの体表付着スジエボシ　島

根半島沖で漁獲されたホソトビウオ Cypselurus 
hiraii の体表背面に長さ３㎝程度の異物が付着

していた（図11）．付着部位は筋肉の奥深くま

で達していた．外部形態から蔓脚類スジエボシ

Conchoderma virgatum25）と同定した．漁業者によ

る持ち込みであったことから，珍しい症例と考え

られた．

分布域は不明である．

症例12　アカムツの口腔内寄生ソコウオノエ

　山口県沖で浜田市の沖合底びき網により漁獲

されたアカムツ Doederleinia berycoides の口腔内に

寄生虫が確認された．アカムツの口に頭部を向け

て鉤爪状の脚でその舌を把握した状態だった（図

12-A）．続けて別のアカムツの口部付近に同型の

より小型の寄生虫が付着しているのが確認され

た．虫体は白色のダンゴムシ様で，大きさは大

型個体が長さ37.5㎜×幅17.0㎜×高さ12.5㎜（図

12-B），小型個体が長さ19.5㎜×幅9.0㎜×高さ

6.5㎜だった．外部形態から等脚類ソコウオノエ

Ceratothoa oxyrrhynchaena26）と同定した．大きさと

形態から大型個体は雌，小型個体は雄と考えられ

た．雄の方は漁獲もしくは水揚げの過程で寄生部

位から外れたと推定されたが，この雌雄が同じア

カムツに寄生していたかは不明であった．この時

測定したアカムツ 589尾から確認されたのは２個

体だったことから，寄生率は低いと考えられた．

Yamauchi26）は本種を福島県沖のアカムツに確

認するとともに，石川県沖からの記録についても

報告している．

症例13　キダイの口腔内寄生等脚類　キダイ

Dentex tumifrons の口腔内に白色のダンゴムシ様の

寄生虫が見られる（図13-A）．外部形態の詳細な

検討はしていないが，外部形態から等脚類の一種

と考えられた．

2010年４月に浜田市の沖合底びき網漁船に

よって漁獲されたキダイ 277尾（平均尾叉長139

㎜）のうち79尾に寄生が確認されたことから，寄

生率は高いと考えられた．寄生個体は大型で楕円

形を呈し腹部が膨隆した個体と小型で長方形に

近く腹部が膨隆しない個体の２群に大別された

（図13-B）．マダイに寄生するタイノエ Rhexanella 
verrucosa27-30）や他の魚類寄生性等脚類数種におけ

る雌雄の形態的特徴27）から，前者が雌で後者が

雄と推定された．

寄生が確認されたキダイ 79尾中，28尾は雌雄

各１個体の計２個体，41尾は雌１個体，10尾は

雄１個体だった．雌の平均全長は23.3㎜，雄の平

均全長は11.3㎜だった．１尾のキダイに，雌複数

個体の寄生，雄複数個体の寄生及び３個体以上の

寄生は確認されなかった．例外なく頭部をキダイ

の口の方向に向けた状態で寄生していた．雌はキ

ダイの舌を鉤爪状の脚で把握しており，雄はその

付近の口腔壁に付着していた．雄は口腔外から出

かかっているものも見られた（図13-A）．仰向け

にした状態で観察すると雌はほとんど脚を動かさ

ないが，雄は活発に脚を動かす個体が多かったこ

とから，雌は舌上に固着し雄はその周囲をある程

度自由に移動するものと考えられた．キダイに近

縁なマダイに寄生するタイノエは口腔上蓋に寄生

する28-30）が，本症における雌の付着位置は舌の

上であり，これらの性質や外部形態はタイノエ

よりもソコウオノエやシマアジノエ Codonophilus 
imbricatus31）に近い．

本症例は加工業者や消費者からの問い合わせ事

例もあり，寄生率からも島根県沖のキダイには珍

しくないと考えられる．

他の分布域は不明である．

考　　察

天然魚における寄生虫の症例が目立ってきた理

由は，食品の安全・安心への関心の高まりが要因

の一つと考えられる．喫食による魚介類寄生虫の

被害は，アニサキス類など一部を除いて深刻なも

のは少なく，本報の13症例に関しても有害性が報

告されているのはニベリン条虫幼虫のみである．
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また，外部寄生性の大型寄生虫に関しては，喫食

前に除去される可能性が高いと推察される．しか

しながら，県民，特に一般消費者における嫌悪感

は看過できないものがあり，人体に対する有害性

が明らかにされていないものも多い．今後，風評

による水産物消費の停滞を防ぐためにも，正しい

寄生虫に関する知見の集積を図る必要がある．

一方，分布生態学的には，キアンコウの微胞子

虫やトゲナシツブムシのように，近年に高い寄生

率で急激に蔓延したと思われる症例があり，単

生虫 Neoheterobothrium hirame32）が1990年代前半

に天然ヒラメ Paralichthys olivaceus に出現した33）

例に類似している．本種は北米東岸に分布する

ヒラメの一種，サザンフラウンダー Paralichthys 
lethostigma が本来の宿主であり，寄生を受けた宿

主が極東水域に持ち込まれ，ヒラメに宿主転換し

たことが明らになっている34,35）．キアンコウは北

海道以南，渤海，黄海，東シナ海に分布し，黄海，

東シナ海では南方に移動し越冬することが知られ

ているが36），日本沿岸域における移動の詳細は不

明である．微胞子虫 S. americana に関しては，短

期間に太平洋側，日本海側とも分布が拡大したこ

とからキアンコウの水平移動が原因として疑われ

るが，キアンコウの移動経路と微胞子虫の生活史

が不明なことから今後の研究が待たれる．

また寄生虫は，例えばサンマ Cololabis saira で

は寄生するサンマヒジキムシ Pennella sp. 37-39），

サヨリヤドリムシ Irona melanosticta39），サンマ

ウオジラミ Caligus macarovi37-40）などを，サケ科

魚類では粘液胞子虫 Myxobolus arcticus41,42）と M. 
neurobius41）を指標として系群の識別や回遊経路の

推定に用いられており，サケ科魚類では各種寄生

虫を指標とした系群識別，移動と回遊，母川回帰，

資源変動，分化と起源に食性，資源変動に関する

研究への利用と応用についての総説43）があるな

ど，資源生態分野への寄与も大きいので，継続し

てデータを収集する必要がある．
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